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神戸大学学術成果リポジトリ Kernel

• 2006年10月 正式公開

• “Kernel”＝核

「神戸大学の学術研究の「核」に」

• コンテンツ数：約21,800件

• 年間アクセス数：約66万アクセス



• コンテンツタイプ別内訳

神戸大学学術成果リポジトリ Kernel
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神戸大学学術成果リポジトリ Kernel

• 紀要論文 80%

• 課題：学術雑誌論文

Kernel登録／業績DB＝約3%

業績DBのリプレイスによる中断

単著論文を優先

→ 共著論文に手が回らない



• 登録件数：1562件

• アクセス数の多いコンテンツタイプ

コンテンツ収集戦略① 博士論文

出典：

佐藤翔，「神戸大学リポジ
トリKernelのログ分析とIR
のミッション」 2014.10.22
http://lib.kobe-
u.ac.jp/www/html/events/
docs/20141022-05.pdf



• 2013年3月11日 文部科学省令

• 2013年4月1日 施行

• 「学位の授与に係る論文の全文を公表」

• 「公表は(略)インターネットの利用により行う」

戦略①博士論文

学位規則改正



戦略①博士論文

• 2013年4月23日 神戸大学学位規程改正

• 2013年度 大学教育推進委員会

各研究科の意見集約

公表できない「やむを得ない理由」

公表延期期間（原則2年）

学位規則改正：神戸大学の対応



• 「神戸大学における博士論文の公表に関す
る取扱要項」

 学位授与日から1年以内に、リポジトリにより公表

 公表延期・非公表の申請

 公表延期期間：学位授与日から2年（原則）

経過後→リポジトリ公開

 公表延期継続申請

• 「博士論文の公表時期について」

 1年以内の公表：学位授与日から11ヵ月経過後

 公表延期論文：学位授与日から2年経過後に公表

戦略①博士論文

学位規則改正：神戸大学の対応
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合計数：317件

公表/非公表内訳 (2013年4月1日以降提出分)

戦略①博士論文



研究科別(提出論文数・公表/非公表内訳)
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学位分野別 (提出論文数・公表/非公表内訳)

戦略①博士論文
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コンテンツ収集戦略② OA誌掲載論文

•2014年7月医学部教員の研究成果が大学

Webサイトに

• 掲載誌： PLoS ONE（CC-BYライセンス）

• 著者にリポジトリ公開を呼びかけ

• リポジトリ公開のニュースを大学Webサイトと
図書館Webサイトに

• ＋α OAの説明

「問合せは図書館へ」







• 神戸大教員のゴールドOA誌掲載論

文をリストアップ、リポジトリ公開を
呼びかけ

• リストアップ対象誌：DOAJ登録誌

• 呼びかけた件数：49

戦略② OA誌掲載論文



終わりに

戦略①博士論文

• 学位規則改正後の現状

• 今後の推移は注視したい

• 数年後の状況

• 公表延期の論文：延期継続/解消

解消の時期・数

• 公表延期/非公表の理由

• 学内の協力関係



終わりに

戦略② OA誌掲載論文

• 試行し始めた取り組み

• リポジトリPRと一体

• 続行（可能な範囲で）


